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資源の探査・開発・評価に関わってきた“国際資源専門家”が問う「資源は誰

のものか？」 
資源国のものじゃないの？―そんな問いを袈裟懸けにする、かなりむごい資源

搾取の歴史を現場報告。映画『ブラッドダイアモンド』さながらに、資源の世

界を探訪できる。「時の法令」好評連載の単行本化。 
著者は「おもしろサイエンス」シリーズ、「トコトンやさしいレアアースの本」

など諸作多数。 
 
 
〔帯より〕 
資源で世界が見えてくる！ 
資源の歴史は、資金と技術をもつ欧米による収奪で始まった。 
今なお その真っただ中で、自国の利益確保のため世界はどう動いているか？ 
国際資源専門家の現場報告！ 
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12 自立しなければ、日本の資源獲得に明日はない 


